
(57)【要約】

　

【課題】従来の電子線照射装置と比べると、コンパクト

化、低価格化が可能である電子線照射装置を提供する。

【解決手段】真空チャンバ２０と、真空チャンバ２０内

に設置された電子線源１０とを含み、真空チャンバ２０

の開口枠部２１に電子線照射窓部３０を備えており、電

子線照射窓部３０は、窓枠部材３１と、窓枠部材３１の

電子線透過用開口部３１２を覆う窓箔３３と、窓箔押さ

え部材３２とを有し、窓箔押さえ部材３２は、窓箔３３

に冷却用ガスを吹きつけるためのノズル３２２を有して

いる電子線照射装置であって、窓枠部材３１内部に、ノ

ズル３２２に連通し、該ノズルへ冷却用ガスを供給する

ダクト部５が一体的に形成されている電子線照射装置Ａ

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 に 設 置 さ れ た 電 子 線 源 と を 含 み 、 該 真 空 チ ャ ン バ は
、 該 電 子 線 源 か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 透 過 さ せ て 真 空 チ ャ ン バ 外 の 被 照 射 物 に 照 射 す る た
め の 電 子 線 照 射 窓 部 を 備 え て お り 、 該 電 子 線 照 射 窓 部 は 、 該 真 空 チ ャ ン バ の 電 子 線 照 射 用
開 口 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 有 す る 窓 枠 部 材 と 、 該 窓 枠 部 材 の 電 子 線
透 過 用 開 口 部 を 覆 う 電 子 線 透 過 可 能 の 窓 箔 部 材 と 、 該 窓 箔 部 材 を 該 窓 枠 部 材 と の 間 に 挟 み
込 ん で 該 窓 枠 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 窓 箔 押 さ え 部 材 と を 有 し 、 該 窓 箔 押 さ え 部 材 は 、 前 記
窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を 有 し て い る 電 子 線 照 射 装 置 で あ っ て 、
前 記 窓 枠 部 材 内 部 に 、 該 ノ ズ ル に 連 通 し 、 該 ノ ズ ル へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 す る ダ ク ト 部 が 一
体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 線 照 射 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 子 線 照 射 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 線 照 射 装 置 は 、 電 線 被 覆 材 料 等 の 高 分 子 材 料 の 電 子 線 照 射 に よ る 改 質 （ 架 橋 等 ） 、
電 子 線 照 射 に よ る 塗 膜 等 の キ ュ ア リ ン グ 、 電 子 線 照 射 に よ る 医 療 品 等 の 殺 菌 な ど に 利 用 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 子 線 照 射 装 置 に は 幾 つ か の タ イ プ の も の が あ る が 、 そ の 中 に 、 真 空 チ ャ ン バ と 、 真 空
チ ャ ン バ 内 に 設 置 さ れ た 電 子 線 源 と を 含 み 、 真 空 チ ャ ン バ に 、 電 子 線 源 か ら 放 出 さ れ る 電
子 線 を 透 過 さ せ て 真 空 チ ャ ン バ 外 の 被 照 射 物 に 照 射 す る た め の 電 子 線 照 射 窓 部 を 設 け た も
の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か か る 電 子 線 照 射 窓 部 と し て は 、 真 空 チ ャ ン バ の 、 電 子 線 源 に 臨 む 開 口 部 に 取 り 付 け ら
れ た 窓 枠 部 材 と 、 窓 枠 部 材 の 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 覆 う 電 子 線 透 過 可 能 の 窓 箔 部 材 と 、 窓
箔 部 材 を 窓 枠 部 材 と の 間 に 挟 み 込 み 保 持 す る 窓 箔 押 さ え 部 材 と を 有 し て い る も の が 知 ら れ
て い る （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ３ ８ ９ ９ 号 公 報 参 照 ） 。
　 ま た 、 窓 箔 押 さ え 部 材 が 、 窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を 有 し て い
る も の も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 第 ３ ５ ８ ０ ３ ８ ７ 号 公 報 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 窓 箔 押 さ え 部 材 が 窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を 有 し て い
る 電 子 線 照 射 装 置 の 従 来 例 に つ い て 図 ５ か ら 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 従 来 例 の 電 子 線 照 射 装 置 Ａ ’ の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す 電 子 線 照 射 装 置 Ａ ’ は
、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ と 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ 内 に 設 置 さ れ た 電 子 線 源 １ ０ と 、 真 空 チ ャ ン バ
２ ０ に 取 り 付 け ら れ た 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 電 子 線 源 １ ０ は 、 熱 電 子 放 出 用 の フ ィ ラ メ ン ト １ １ と 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ に 臨 設 さ れ た
電 子 引 出 し 電 極 １ ２ と を 有 し て い る 。 さ ら に 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ 及 び 電 子 引 出 し 電 極 １ ２
を 囲 む と と も に 電 子 引 出 し 電 極 １ ２ に 対 向 す る 位 置 に 電 子 取 り 出 し 用 の 開 口 １ ３ ２ を 有 す
る シ ー ル ド 電 極 １ ３ と 、 該 シ ー ル ド 電 極 開 口 １ ３ ２ に 取 り 付 け ら れ た 電 子 加 速 電 極 板 １ ４
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ は 、 両 端 を 閉 じ た 断 面 円 形 状 の 筒 体 形 状 の も の で あ る 。 チ ャ ン バ ２ ０
は 、 チ ャ ン バ 長 手 方 向 （ チ ャ ン バ 奥 行 き 方 向 ） に 沿 っ て 、 チ ャ ン バ の 下 部 に 、 電 子 線 源 １
０ か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 通 過 さ せ る と と も に 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ を 取 り 付 け る た め の
開 口 部 （ 図 示 例 で は 枠 形 態 の 開 口 枠 部 ） ２ １ ’ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 開 口 枠 部 ２ １ ’ は 、 下 方 か ら 見 る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 長 方 形 状 を 呈 し て お り 、 中 央 部
に 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ の サ ポ ー ト 部 ２ １ １ ’ を 一 体 的 に 形 成 し た も の で あ る 。 サ ポ ー ト
部 ２ １ １ ’ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 延 び 、 開 口 枠 部 ２ １ ’ の 開 口 を 二
つ の 同 じ 大 き さ の 開 口 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ２ に 分 割 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 電 子 線 源 １ ０ の フ ィ ラ メ ン ト １ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向
（ 奥 行 き 方 向 ） に 複 数 列 （ 図 示 例 で は ４ 列 ） 配 設 さ れ て い る 。 各 列 に お い て 、 複 数 本 の フ
ィ ラ メ ン ト １ １ は 互 い 平 行 に 配 列 さ れ て お り 、 い ず れ の 列 の フ ィ ラ メ ン ト も 同 じ 面 内 に 配
設 さ れ て い る 。 電 子 引 出 し 電 極 １ ２ は 各 列 の フ ィ ラ メ ン ト 群 に 対 応 さ せ て ４ 枚 設 け て あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 シ ー ル ド 電 極 １ ３ は 、 電 子 加 速 電 極 板 １ ４ を 設 け た 部 分 が 開 口 １ ３ ２ と な っ て い る 全 体
が ボ ッ ク ス 形 状 の も の で 、 真 空 チ ャ ン バ 長 手 方 向 （ 奥 行 き 方 向 ） に 延 び る ト ン ネ ル 状 部 分
１ ３ １ の 両 端 （ 図 面 上 で は 手 前 側 の 端 及 び 奥 側 の 端 ） を 図 示 省 略 の 側 板 で 閉 じ た 形 態 の も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 子 引 出 し 電 極 １ ２ 、 電 子 加 速 電 極 板 １ ４ に は 、 電 子 ｅ を 通 過 さ せ る 多 数 の 貫 通 孔 を 形
成 し て あ る 。
　 図 示 を 省 略 し て い る が 、 こ の 電 子 線 照 射 装 置 は 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ 等 へ 通 電 す る 電 源 装
置 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ 内 を 減 圧 す る 排 気 装 置 等 も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ は 、 電 子 線 源 １ ０ か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 透 過 さ せ て 真 空 チ ャ ン
バ 外 の 被 照 射 物 （ 図 示 例 で は 走 行 す る 被 照 射 物 Ｗ ） に 照 射 す る た め の 窓 部 で あ る 。
　 窓 部 ３ ０ ’ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 電 子 線 照 射 用 開 口 枠 部 ２ １ ’ に ボ ル ト Ｂ １ で 取 り 付
け ら れ た 、 グ リ ッ ド ウ イ ン ド と も 称 さ れ て い る 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に ボ ル ト
Ｂ ２ で 取 り 付 け ら れ た 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ と 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ の
間 に 挟 み 込 ま れ た 窓 箔 ３ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ ’ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 開 口 枠 部 ２ １ ’ の 各 開 口 部 ２ １ ２ に 対 し 一 つ ず
つ 配 置 さ れ て お り 、 合 計 二 つ あ る 。 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ は 、 下 方 か ら 見 る と 、 図 ７ に 示 す よ
う に 、 全 体 形 状 が 環 状 、 且 つ 、 長 方 形 状 を 呈 し て お り 、 中 央 に 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方
向 と 同 方 向 に 延 び る 中 央 部 分 ３ １ １ を 一 体 的 に 形 成 し た も の で あ る 。 中 央 部 分 ３ １ １ は 、
窓 枠 部 材 の 開 口 を 二 つ の 同 じ 大 き さ の 開 口 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ２ に 分 割 し て い る 。 各 開 口 部 ３
１ ２ に は 、 前 記 フ ィ ラ メ ン ト １ １ と 同 じ 方 向 の 桟 部 材 ３ １ ３ を 所 定 間 隔 で 渡 し 設 け て あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 図 ７ に お い て 、 ３ １ ４ は ボ ル ト Ｂ １ を 通 す ボ ル ト 通 し 孔 で あ る 。 ま た 、 図 ６ の 真
空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部 ２ １ ’ に お け る ２ １ ３ は ボ ル ト Ｂ １ を 螺 合 さ せ る ネ ジ 孔 で あ る 。
　 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に は 、 電 子 線 照 射 に よ る 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 昇 温 を 抑 制 す る た め の 冷 却
液 （ 通 常 は 冷 却 水 ） を 通 す 冷 却 液 通 路 ３ １ ５ も 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 窓 箔 ３ ３ は チ タ ン 箔 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 等 の 電 子 線 透 過 可 能 の 箔 材 料 か ら な る 、 膜 状 の 部
材 で あ り 、 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 各 開 口 部 ３ １ ２ を 覆 う よ う に 張 設 さ れ 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３
２ ’ で 該 部 材 ３ ２ ’ と 部 材 ３ １ ’ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に お け る 前 記 桟 部 材 ３ １ ３ は 、 電 子 線 照 射 装 置 使 用 時 に 真 空 チ ャ ン バ ２
０ 内 が 減 圧 さ れ る と き 、 窓 箔 ３ ３ が 外 気 圧 で チ ャ ン バ 内 側 方 向 へ 押 圧 さ れ て 破 損 す る こ と
を 防 止 す る た め の 窓 箔 支 え と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ は 、 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に 対 し 一 つ ず つ 設 け ら れ て い る 。 各 押 さ え
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部 材 ３ ２ ’ は 、 下 方 か ら 見 る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 全 体 形 状 が 環 状 、 且 つ 、 長 方 形 状 を
呈 し て お り 、 開 口 部 ３ ２ １ を 有 し て い る 。 開 口 部 ３ ２ １ は 、 前 記 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 二 つ の
開 口 部 ３ １ ２ の 双 方 に 対 応 す る 開 口 面 積 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 じ 方 向 に 延 び る 左 右 部 分
の そ れ ぞ れ に 、 所 定 間 隔 で 分 散 形 成 さ れ た ノ ズ ル ３ ２ ２ を 有 し て い る 。
　 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ は 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ と の 間 に 窓 箔 ３ ３ を 挟 ん だ 状 態 で 、 既 述 の と
お り ボ ル ト Ｂ ２ で 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に 留 め ら れ る が 、 図 ８ に お い て 、 ３ ２ ３ は 該 ボ ル ト Ｂ ２
を 通 す 孔 で あ り 、 図 ７ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ に お け る ３ １ ６ は 、 該 ボ ル ト Ｂ ２ を 螺 合 さ せ る ネ
ジ 孔 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ と 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ と の 間 に は 気 密 シ ー ル 部 材
Ｓ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ に も 冷 却 液 通 路 ３ ２ ４ が 形 成 さ れ て い
る 。
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ に は 、 窒 素 ガ ス 等 の 冷 却 用 ガ ス を 窓 箔
押 さ え 部 材 ３ ２ ’ の 各 ノ ズ ル ３ ２ ２ へ 供 給 す る ダ ク ト ４ が 付 設 さ れ て い る 。
　 ダ ク ト ４ は 、 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の う ち 、 一 方 の も の の 外 側 、 他 方 の も の の 外 側 、 両
者 の 間 に そ れ ぞ れ 付 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 外 側 の ダ ク ト ４ は ボ ル ト Ｂ ３ で 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 開 口 枠 部 ２ １ ’
に 固 定 さ れ て い る 。 図 ６ の 開 口 枠 部 ２ １ ’ に お け る ２ １ ４ は ボ ル ト Ｂ ３ を 螺 合 さ せ る ネ ジ
孔 で あ る 。
　 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 間 の ダ ク ト ４ は 図 示 省 略 の 固 定 手 段 で 、 真 空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部
２ １ ’ の 中 央 サ ポ ー ト 部 ２ １ １ ’ に 固 定 さ れ て い る 。
　 各 ダ ク ト ４ は 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 及 び 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ に 添 わ せ て 設 け ら れ て お り 、 部
材 ３ ２ ’ に お け る 各 ノ ズ ル ３ ２ ２ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 説 明 し た 電 子 線 照 射 装 置 Ａ ’ に よ る と 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ か ら 放 出 さ れ た 電 子 ｅ は
、 引 出 し 電 極 １ ２ で 引 き 出 さ れ 、 加 速 電 極 板 １ ４ で 加 速 さ れ て 電 子 線 源 １ ０ か ら 照 射 窓 部
３ ０ ’ へ 向 か い 、 そ の 窓 箔 ３ ３ を 透 過 し て 、 窓 部 ３ ０ ’ の 下 方 に 配 置 さ れ た 被 照 射 物 Ｗ に
照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 電 子 線 照 射 処 理 中 、 各 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 各 冷 却 液 通 路 ３ １ ５ に 図 示 省 略 の 冷 却 液 供
給 手 段 に て 冷 却 液 が 流 さ れ 、 そ れ に よ り 、 電 子 線 に 触 れ る 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 昇 温 及 び 該 窓
枠 部 材 ３ １ ’ に 接 触 し て い る 窓 箔 ３ ３ の 部 分 及 び シ ー ル 部 材 Ｓ の 部 分 の 昇 温 が 抑 制 さ れ る
。 ま た 、 各 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ の 各 冷 却 液 通 路 ３ ２ ４ に も 冷 却 液 が 流 さ れ 、 そ れ に よ り
、 部 材 ３ ２ ’ の 昇 温 及 び 該 部 材 ３ ２ ’ に 接 触 し て い る 窓 箔 ３ ３ の 部 分 及 び シ ー ル 部 材 Ｓ の
部 分 の 昇 温 も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 各 ダ ク ト ４ に 図 示 省 略 の 冷 却 用 ガ ス 供 給 手 段 か ら 冷 却 用 ガ ス （ 例 え ば 窒 素 ガ ス
） が 供 給 さ れ 、 各 ダ ク ト ４ か ら 、 そ れ が 連 通 し て い る 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ の ノ ズ ル ３
２ ２ へ 該 ガ ス が 供 給 さ れ 、 ノ ズ ル ３ ２ ２ か ら 窓 箔 ３ ３ へ 吹 き つ け ら れ る 。 ノ ズ ル ３ ２ ２ は
、 図 ８ に 示 す よ う に 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ の 真 空 チ ャ ン バ 長 手 方 向 に 延 び る 、 図 上 左 右
の 部 分 の そ れ ぞ れ に 配 列 さ れ て い る か ら 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 、 図 ７ 上 左 右 の 開 口 部 ３ １ ２
の そ れ ぞ れ を 覆 っ て い る （ 従 っ て 電 子 線 照 射 を 受 け る ） 窓 箔 部 分 に そ れ ぞ れ 冷 却 用 ガ ス が
吹 き つ け ら れ る 。
　 か く し て 、 電 子 線 照 射 に よ り 昇 温 し よ う と す る 窓 箔 ３ ３ は 、 電 子 線 照 射 さ れ る も の の 、
全 面 的 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 窓 箔 ３ ３ が 冷 却 さ れ る こ と で 、 昇 温 に 起 因 す る 窓 箔 ３ ３ の 破 損 が 抑 制 さ れ る
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。
　 ま た 、 部 材 ３ １ ’ ， ３ ２ ’ が 、 ひ い て は 該 部 材 に 接 触 し て い る 窓 箔 部 分 や シ ー ル 材 Ｓ の
部 分 が 冷 却 液 に よ っ て 冷 却 さ れ る の で 、 そ れ ら 部 材 の 膨 張 に 起 因 す る 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の
気 密 性 の 低 下 も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ３ ８ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ５ ８ ０ ３ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し な が ら 、 か か る 図 ５ か ら 図 ８ に 示 す 電 子 線 照 射 装 置 Ａ ’ に よ る と 、 窓 箔 ３ ３ を 冷
却 す る た め の ノ ズ ル ３ ２ ２ へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 す る ダ ク ト ４ は 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 、 窓 箔 押
さ え 部 材 ３ ２ ’ 及 び 窓 箔 ３ ３ と は 別 個 に 製 作 さ れ 、 そ れ ら に 外 側 か ら 添 わ せ て 設 け ら れ る
の で 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
(1) 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ を 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ に 設 け る に あ た っ て 扱 わ な け れ ば な ら な い
部 品 点 数 が 多 く 、 そ れ ら の 組 み 立 て 及 び 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ へ の 取 付 け 作 業 の 手 間 が 煩 雑 で
、 コ ス ト 高 に つ き 、 ひ い て は 電 子 線 照 射 装 置 が そ れ だ け コ ス ト 高 に つ く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
(2) ダ ク ト ４ は 、 ノ ズ ル ３ ２ ２ へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 で き る よ う に 、 ま た 、 不 必 要 な ダ ク ト
４ へ の 電 子 線 照 射 を 避 け る た め に 、 少 な く と も 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 外 側 に 配 置 さ れ る 。 従
っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ダ ク ト ４ も 含 め た 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ ’ の 、 真 空 チ ャ ン バ 長 手
方 向 を 横 切 る 方 向 の 幅 寸 法 が Ｌ ’ と 大 き く な っ て し ま い 、 電 子 線 照 射 装 置 の コ ン パ ク ト 化
が 妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
(3) ダ ク ト ４ を 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 外 側 に 配 置 す る に あ た っ て 、 で き る だ け コ ン パ ク ト に 該
ダ ク ト を 配 置 す る た め に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ダ ク ト ４ を 貫 通 す る ボ ル ト Ｂ ３ を 用 い て 、
ま た 、 ダ ク ト ４ の 変 形 を 防 止 す る 部 材 ｍ を ダ ク ト ４ 内 に 配 置 し て 、 真 空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部
２ １ ’ に 取 り 付 け る と 、 ダ ク ト ４ 内 の ガ ス 通 路 断 面 積 が そ れ だ け 狭 め ら れ 、 ダ ク ト ４ の 大
き さ の 割 り に は 、 ノ ズ ル ３ ２ ２ へ の 冷 却 用 ガ ス 供 給 量 が 少 な く な り 、 こ れ を 解 決 し よ う と
し て ダ ク ト を 大 型 化 す る と 、 ま す ま す 、 前 記 寸 法 Ｌ ’ が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
(4) 電 子 線 照 射 能 力 の 大 き い 電 子 線 照 射 装 置 を 得 る た め に 、 図 ５ に 例 示 さ れ る よ う に 、 窓
枠 部 材 ３ １ ’ を 複 数 個 採 用 す る と 、 隣 り 合 う 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 間 に も ダ ク ト ４ を 配 置 し な け
れ ば な ら ず 、 該 ダ ク ト ４ 等 を 支 え る た め に 、 図 ５ に 示 す よ う な 、 サ ポ ー ト 部 分 ２ １ １ ’ を
真 空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部 ２ １ ’ に 設 け な け れ ば な ら ず 、 か か る サ ポ ー ト 部 分 ２ １ １ ’ は 、 真
空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部 ２ １ ’ の 構 造 の 簡 素 化 、 低 価 格 化 の 妨 げ と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
(5) ま た 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ を 複 数 個 採 用 す る 場 合 に お い て 、 構 造 の 簡 素 化 、 コ ン パ ク ト 化
の た め に 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す 隣 り 合 う 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ を 一 体 化 し ょ う と す る と 、
両 者 間 に 配 置 さ れ て い た ダ ク ト ４ の 配 置 が 困 難 に な り 、 結 局 、 か か る 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １
’ の 一 体 化 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 か か る 問 題 は 、 図 ５ に 例 示 す る 電 子 線 照 射 装 置 に 限 ら ず 、 真 空 チ ャ ン バ 、 該 チ ャ ン バ に
内 蔵 さ れ た 電 子 線 源 、 該 チ ャ ン バ に 設 け ら れ た 電 子 線 照 射 窓 部 （ 窓 箔 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き
つ け る ノ ズ ル を 有 し 、 該 ノ ズ ル へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 す る ダ ク ト が 付 設 さ れ た 窓 部 ） を 有 す
る タ イ プ の 電 子 線 照 射 装 置 に 生 じ る 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 に 設 置 さ れ た 電 子 線 源 と を 含 み 、
該 真 空 チ ャ ン バ は 、 該 電 子 線 源 か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 透 過 さ せ て 真 空 チ ャ ン バ 外 の 被 照
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射 物 に 照 射 す る た め の 電 子 線 照 射 窓 部 を 備 え て お り 、 該 電 子 線 照 射 窓 部 は 、 該 真 空 チ ャ ン
バ の 電 子 線 照 射 用 開 口 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 有 す る 窓 枠 部 材 と 、 該
窓 枠 部 材 の 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 覆 う 電 子 線 透 過 可 能 の 窓 箔 部 材 と 、 該 窓 箔 部 材 を 該 窓 枠
部 材 と の 間 に 挟 み 込 ん で 該 窓 枠 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 窓 箔 押 さ え 部 材 と を 有 し 、 該 窓 箔 押
さ え 部 材 は 、 前 記 窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を 有 し て い る 電 子 線 照
射 装 置 で あ っ て 、 従 来 の こ の 種 の 電 子 線 照 射 装 置 と 比 べ る と 、 コ ン パ ク ト 化 、 低 価 格 化 が
可 能 で あ る 電 子 線 照 射 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 は 、 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 に 設 置 さ れ た 電
子 線 源 と を 含 み 、 該 真 空 チ ャ ン バ は 、 該 電 子 線 源 か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 透 過 さ せ て 真 空
チ ャ ン バ 外 の 被 照 射 物 に 照 射 す る た め の 電 子 線 照 射 窓 部 を 備 え て お り 、 該 電 子 線 照 射 窓 部
は 、 該 真 空 チ ャ ン バ の 電 子 線 照 射 用 開 口 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 有 す
る 窓 枠 部 材 と 、 該 窓 枠 部 材 の 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 覆 う 電 子 線 透 過 可 能 の 窓 箔 部 材 と 、 該
窓 箔 部 材 を 該 窓 枠 部 材 と の 間 に 挟 み 込 ん で 該 窓 枠 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 窓 箔 押 さ え 部 材 と
を 有 し 、 該 窓 箔 押 さ え 部 材 は 、 前 記 窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を 有
し て い る 電 子 線 照 射 装 置 で あ っ て 、 前 記 窓 枠 部 材 内 部 に 、 該 ノ ズ ル に 連 通 し 、 該 ノ ズ ル へ
冷 却 用 ガ ス を 供 給 す る ダ ク ト 部 が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 電 子 線 照 射 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 子 線 照 射 装 置 に よ る と 、 窓 箔 押 さ え 部 材 に 設 け ら れ た ノ ズ ル へ 冷 却 用 ガ
ス を 供 給 す る た め の ダ ク ト 部 は 、 従 来 の よ う に 、 窓 枠 部 材 及 び 窓 箔 押 さ え 部 材 の 外 側 に 付
設 さ れ る の で は な く 、 窓 枠 部 材 内 部 に 、 該 ノ ズ ル に 連 通 し 、 該 ノ ズ ル へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給
で き る よ う に 、 一 体 的 に 形 成 さ れ る の で 、 次 の よ う な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
(1) 電 子 線 照 射 窓 部 を 真 空 チ ャ ン バ に 設 け る に あ た っ て 扱 わ な け れ ば な ら な い 部 品 点 数 が
従 来 よ り 少 な く な り 、 そ れ ら の 組 み 立 て 及 び 真 空 チ ャ ン バ へ の 取 付 け 作 業 の 手 間 が 従 来 よ
り 容 易 に 、 安 価 に 行 う こ と が で き 、 ひ い て は 電 子 線 照 射 装 置 を そ れ だ け コ ス ト 安 に 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
(2) 従 来 、 窓 枠 部 材 の 外 側 に 配 置 さ れ て い た ダ ク ト が 不 要 に な る の で 、 そ の 分 、 電 子 線 照
射 窓 部 の 、 真 空 チ ャ ン バ 長 手 方 向 を 横 切 る 方 向 の 幅 寸 法 を 低 減 す る こ と が で き 、 し か も 、
窓 箔 押 さ え 部 材 の ノ ズ ル へ の 冷 却 用 ガ ス 供 給 に 支 障 の な い よ う に 低 減 す る こ と が で き 、 そ
れ だ け 電 子 線 照 射 装 置 の コ ン パ ク ト 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
(3) 例 え ば 、 図 ５ に 示 す 従 来 例 装 置 の よ う に 、 窓 枠 部 材 （ ３ １ ’ ） を 複 数 個 採 用 す る 場 合
、 隣 り 合 う 窓 枠 部 材 （ ３ １ ’ ） 間 に も ダ ク ト （ ４ ） を 配 置 し な け れ ば な ら と こ ろ 、 か か る
ダ ク ト が 不 要 に な る の で 、 少 な く と も 一 組 の 隣 り 合 う 窓 枠 部 材 を 一 体 化 、 コ ン パ ク ト 化 で
き 、 ま た 、 そ れ に よ り 真 空 チ ャ ン バ の 、 電 子 線 照 射 窓 部 を 取 り 付 け る 開 口 部 に お け る 、 従
来 例 の 窓 枠 部 材 （ ３ １ ’ ） 及 び 該 部 材 間 の ダ ク ト （ ４ ） を 支 持 す る た め の サ ポ ー ト 部 分 （
２ １ １ ’ ） の よ う な サ ポ ー ト 部 を 省 略 で き 、 か く し て 、 真 空 チ ャ ン バ の 電 子 線 照 射 窓 を 取
り 付 け る 開 口 部 構 造 の 簡 素 化 及 び 電 子 線 照 射 窓 部 を 構 成 す る 窓 枠 部 材 の コ ン パ ク ト 化 が 可
能 と な り 、 そ れ だ け 、 電 子 線 照 射 装 置 を コ ス ト 安 に 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ ら に よ り 、 従 来 の 同 種 の 電 子 線 照 射 装 置 と 比 べ る と 、 コ ン パ ク ト 化 、 低 価 格 化 が 可
能 で あ る 電 子 線 照 射 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 電 子 線 照 射 窓 部 を 構 成 す る 窓 枠 部 材 及 び 窓 箔 押 さ え 部 材 の 数 の 点 に つ い て は 、 そ
れ ぞ れ 一 つ で も 複 数 で も よ い 。 複 数 採 用 す る 場 合 で も 、 従 来 よ り コ ン パ ク ト 化 が 可 能 で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ る と 、 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 に 設 置 さ れ た
電 子 線 源 と を 含 み 、 該 真 空 チ ャ ン バ は 、 該 電 子 線 源 か ら 放 出 さ れ る 電 子 線 を 透 過 さ せ て 真
空 チ ャ ン バ 外 の 被 照 射 物 に 照 射 す る た め の 電 子 線 照 射 窓 部 を 備 え て お り 、 該 電 子 線 照 射 窓
部 は 、 該 真 空 チ ャ ン バ の 電 子 線 照 射 用 開 口 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 有
す る 窓 枠 部 材 と 、 該 窓 枠 部 材 の 電 子 線 透 過 用 開 口 部 を 覆 う 電 子 線 透 過 可 能 の 窓 箔 部 材 と 、
該 窓 箔 部 材 を 該 窓 枠 部 材 と の 間 に 挟 み 込 ん で 該 窓 枠 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 窓 箔 押 さ え 部 材
と を 有 し 、 該 窓 箔 押 さ え 部 材 は 、 前 記 窓 箔 部 材 に 冷 却 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め の ノ ズ ル を
有 し て い る 電 子 線 照 射 装 置 で あ っ て 、 従 来 の こ の 種 の 電 子 線 照 射 装 置 と 比 べ る と 、 コ ン パ
ク ト 化 、 低 価 格 化 が 可 能 で あ る 電 子 線 照 射 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 電 子 線 照 射 装 置 の １ 例 Ａ を 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 電 子 線 照 射 装 置 Ａ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 電 子 線 照 射 装 置 Ａ は 、 真 空 チ ャ ン
バ ２ ０ と 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ 内 に 設 置 さ れ た 電 子 線 源 １ ０ と 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ に 取 り 付
け ら れ た 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 電 子 線 源 １ ０ は 、 図 ５ に 示 す 装 置 Ａ ’ に お け る 電 子 線 源 １ ０ と 同 構 成 、 作 用 を 示 す の も
の で あ る 。 図 ５ に 示 す 電 子 線 源 と 同 じ 部 品 、 部 分 に は 図 ５ と 同 じ 参 照 符 号 を 付 し て あ る 。
　 　 　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ は 、 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ を 取 り 付 け る 開 口 部 （ 本 例 で は 枠 形 態 の 開 口
枠 部 ） ２ １ の 点 を 除 け ば 、 装 置 Ａ ’ の 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ と 同 じ も の で あ る 。 図 ２ は 、 開 口
枠 部 ２ １ を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 開 口 枠 部 ２ １ は 、 全
体 と し て 環 状 形 態 を 呈 し て お り 、 電 子 線 源 １ ０ に 臨 む 一 つ の 大 き い 開 口 部 ２ １ ０ を 有 し て
い る 。 装 置 Ａ ’ に お け る 開 口 枠 部 ２ １ ’ の よ う に 中 央 サ ポ ー ト 部 分 ２ １ １ ’ は 備 え て お ら
ず 、 そ れ だ け 構 造 簡 素 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 図 ２ に お い て １ １ は 電 子 線 源 １ ０ の フ ィ ラ
メ ン ト を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 電 子 線 照 射 装 置 Ａ も 、 図 示 を 省 略 し て い る が 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ 等 へ 通 電 す る 電 源
装 置 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ 内 を 減 圧 す る 排 気 装 置 等 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 開 口 枠 部 ２ １ に ボ ル ト Ｂ １ で 取 り 付 け ら れ
た 、 窓 枠 部 材 （ グ リ ッ ド ウ イ ン ド ） ３ １ 、 窓 枠 部 材 ３ １ に ボ ル ト Ｂ ２ で 取 り 付 け ら れ た 窓
箔 押 さ え 部 材 ３ ２ 、 窓 枠 部 材 ３ １ と 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ の 間 に 挟 み 込 ま れ た 窓 箔 ３ ３ を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ は 、 図 ５ に 示 す 装 置 Ａ ’ に お け る 、 隣 り 合 う 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ を 一 つ
に ま と め て 一 体 化 し た よ う な 形 態 を 呈 し て い る 。 す な わ ち 装 置 Ａ で は 、 窓 枠 部 材 ２ １ は コ
ン パ ク ト 化 さ れ た 一 個 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ は 、 下 方 か ら 見 る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 全 体 が 矩 形 形 状 を 呈 し て お り 、
中 央 に 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 延 び る 太 い 中 央 部 分 ３ １ ０ が 一 体 的 に 形 成
さ れ て お り 、 該 中 央 部 分 ３ １ ０ の 両 側 に は 開 口 が あ り 、 該 各 開 口 は そ の 中 央 に 設 け ら れ た
、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 延 び る 部 材 ３ １ １ で 、 二 つ の 同 じ 大 き さ の 左 右
開 口 部 ３ １ ２ 、 ３ １ ２ に 分 割 さ れ て い る 。 各 開 口 部 ３ １ ２ に は 、 前 記 フ ィ ラ メ ン ト １ １ と
同 じ 方 向 の 桟 部 材 ３ １ ３ を 所 定 間 隔 で 渡 し 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 か か る 窓 枠 部 材 ３ １ に お け る 、 中 央 部 分 ３ １ ０ は 、 装 置 Ａ ’ に 於 け る 二 つ の 隣 り 合 う 窓
枠 部 材 ３ １ ’ に お け る 互 い に 隣 り 合 う 部 分 、 す な わ ち 、 中 央 の ダ ク ト ４ を 間 に し て 隣 り 合
う 部 分 を 一 体 化 し た 如 き 部 分 で あ り 、 こ こ に は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に
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、 左 右 の 冷 却 液 通 路 ３ １ ５ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 そ れ ら の 間 に ダ ク ト 部 ５ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 中 央 ダ ク ト 部 ５ は 、 装 置 Ａ ’ に お け る 中 央 ダ ク ト ４ に 相 当 す る も の で あ り
、 窓 枠 部 材 ３ １ 内 部 に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ の 、 図 １ に お い て 左 側 部 分 及 び 右 側 部 分 の そ れ ぞ れ に 、 冷 却 液 通 路 ３ １ ５
が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 そ の 外 側 に ダ ク ト 部 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 左 右 の ダ ク
ト 部 ５ は 、 装 置 Ａ ’ に お い て 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 外 側 に 配 置 さ れ た ダ ク ト ４ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ の 中 央 部 分 ３ １ ０ の 、 図 １ に お い て 左 側 に あ る 二 つ の 開 口 部 ３ １ ２ は 、 装
置 Ａ ’ に お け る 左 側 の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 二 つ の 開 口 部 ３ １ ２ に 相 当 す る 。
　 窓 枠 部 材 ３ １ の 中 央 部 分 ３ １ ０ の 、 図 １ に お い て 右 側 に あ る 二 つ の 開 口 部 ３ １ ２ は 、 装
置 Ａ ’ に お け る 右 側 の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ の 二 つ の 開 口 部 ３ １ ２ に 相 当 す る 。
　 す な わ ち 、 こ の 窓 枠 部 材 ２ １ は 、 装 置 Ａ ’ の 二 つ の 窓 枠 部 材 ３ １ ’ と 同 じ く 、 合 計 し て
四 つ の 電 子 線 透 過 用 開 口 部 ３ １ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 図 ３ に お い て 、 ３ １ ４ は ボ ル ト Ｂ １ を 通 す ボ ル ト 通 し 孔 で あ る 。 ま た 、 図 ２ の 真
空 チ ャ ン バ 開 口 枠 部 ２ １ に お け る ２ １ ３ は ボ ル ト Ｂ １ を 螺 合 さ せ る ネ ジ 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 窓 箔 ３ ３ は チ タ ン 箔 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 等 の 電 子 線 透 過 可 能 の 箔 材 料 か ら な る 、 膜 状 の 部
材 で あ り 、 窓 枠 部 材 ３ １ の 各 開 口 部 ３ １ ２ を 覆 う よ う に 張 設 さ れ 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ で
該 部 材 ３ ２ と 部 材 ３ １ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 窓 枠 部 材 ３ １ に お け る 桟 部 材 ３ １ ３ は 、 電 子 線 照 射 装 置 使 用 時 に 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ 内 が
減 圧 さ れ る と き 、 窓 箔 ３ ３ が 外 気 圧 で チ ャ ン バ 内 側 方 向 へ 押 圧 さ れ て 破 損 す る こ と を 防 止
す る た め の 窓 箔 支 え と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ は 、 窓 枠 部 材 ３ １ の 、 図 １ に お い て 左 側 で 互 い に 隣 り 合 う 二 つ の 開
口 部 ３ １ ２ に 対 し て 一 つ 、 図 １ に お い て 右 側 で 互 い に 隣 り 合 う 二 つ の 開 口 部 ３ １ ２ に 対 し
て 一 つ 、 合 計 二 つ 設 け ら れ て い る 。 各 押 さ え 部 材 ３ ２ は 、 下 方 か ら 見 る と 、 図 ４ に 示 す よ
う に 、 全 体 形 状 が 環 状 、 且 つ 、 長 方 形 状 を 呈 し て お り 、 開 口 部 ３ ２ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 各 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ は 、 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 長 手 方 向 と 同 じ 方 向 に 延 び る 左 右 部 分 の
そ れ ぞ れ に 、 所 定 間 隔 で 分 散 形 成 さ れ た ノ ズ ル ３ ２ ２ を 有 し て い る 。
　 こ の よ う に 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ は 、 装 置 Ａ ’ に お け る 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ ’ と 実 質 上 同
構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ は 、 窓 枠 部 材 ３ １ と の 間 に 窓 箔 ３ ３ を 挟 ん だ 状 態 で 、 既 述 の と お り
ボ ル ト Ｂ ２ で 窓 枠 部 材 ３ １ に 留 め ら れ る が 、 図 ４ に お い て 、 ３ ２ ３ は 該 ボ ル ト Ｂ ２ を 通 す
孔 で あ り 、 図 ３ の 窓 枠 部 材 ３ １ に お け る ３ １ ６ は 、 該 ボ ル ト Ｂ ２ を 螺 合 さ せ る ネ ジ 孔 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 窓 枠 部 材 ３ １ に は 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ の ノ ズ ル ３ ２ ２ に ダ ク ト 部
５ を 連 通 さ せ る 通 気 孔 ５ １ を 配 列 形 成 し て あ る 。 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ を 、 窓 枠 部 材 ３ １ と
の 間 に 窓 箔 ３ ３ を 挟 み 込 む よ う に し て ボ ル ト Ｂ ２ で 該 窓 枠 部 材 ３ １ に 取 り 付 け る と 、 通 気
孔 ５ １ を 介 し て 、 ダ ク ト 部 ５ が ノ ズ ル ３ ２ ２ に 連 通 し 、 ダ ク ト 部 ５ か ら ノ ズ ル ３ ２ ２ へ 冷
却 用 ガ ス を 供 給 し 、 ノ ズ ル ３ ２ ２ か ら 該 ガ ス を 窓 箔 ３ ３ へ 吹 き つ け さ せ る こ と が で き る 。
　 通 気 孔 ５ １ は 、 図 示 例 で は 列 状 に 分 散 形 成 さ れ て い る が 、 ス リ ッ ト 状 に 連 続 さ せ て ノ ズ
ル ３ ２ ２ に 連 通 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 装 置 Ａ ’ の 場 合 と 同 様 に 、 窓 枠 部 材 ３ １ と 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ と の

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-10450 A 2007.1.18



間 に は 気 密 シ ー ル 部 材 Ｓ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ に も 冷 却 液 通 路 ３
２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 電 子 線 照 射 装 置 Ａ に よ る と 、 フ ィ ラ メ ン ト １ １ か ら 放 出 さ れ た 電 子 ｅ は 、
引 出 し 電 極 １ ２ で 引 き 出 さ れ 、 加 速 電 極 板 １ ４ で 加 速 さ れ て 電 子 線 源 １ ０ か ら 照 射 窓 部 ３
０ へ 向 か い 、 そ の 窓 箔 ３ ３ を 透 過 し て 、 窓 部 ３ ０ の 下 方 に 配 置 さ れ た 被 照 射 物 Ｗ に 照 射 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 電 子 線 照 射 処 理 中 、 窓 枠 部 材 ３ １ の 各 冷 却 液 通 路 ３ １ ５ に 図 示 省 略 の 冷 却 液 供 給 手
段 に て 冷 却 液 が 流 さ れ 、 そ れ に よ り 、 電 子 線 に 触 れ る 窓 枠 部 材 ３ １ の 昇 温 及 び 該 窓 枠 部 材
３ １ に 接 触 し て い る 窓 箔 ３ ３ の 部 分 及 び シ ー ル 部 材 Ｓ の 部 分 の 昇 温 が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、
各 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ の 各 冷 却 液 通 路 ３ ２ ４ に も 冷 却 液 が 流 さ れ 、 そ れ に よ り 、 部 材 ３ ２
の 昇 温 及 び 該 部 材 ３ ２ に 接 触 し て い る 窓 箔 ３ ３ の 部 分 及 び シ ー ル 部 材 Ｓ の 部 分 の 昇 温 も 抑
制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 各 ダ ク ト 部 ５ に 図 示 省 略 の 冷 却 用 ガ ス 供 給 手 段 か ら 冷 却 用 ガ ス （ 例 え ば 窒 素 ガ
ス ） が 供 給 さ れ 、 各 ダ ク ト 部 ５ か ら 、 そ れ が 連 通 し て い る 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ の ノ ズ ル
３ ２ ２ へ 供 給 さ れ 、 装 置 Ａ ’ の 場 合 と 同 様 に 、 ノ ズ ル ３ ２ ２ か ら 、 電 子 線 照 射 さ れ る 窓 箔
３ ３ の 部 分 へ 吹 き つ け ら れ る 。 か く し て 、 電 子 線 照 射 に よ り 昇 温 し よ う と す る 窓 箔 ３ ３ は
、 電 子 線 照 射 さ れ る が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う に 窓 箔 ３ ３ が 冷 却 さ れ る こ と で 、 昇 温 に 起 因 す る 窓 箔 ３ ３ の 破 損 が 抑 制 さ れ る
。
　 ま た 、 部 材 ３ １ 、 ３ ２ が 、 ひ い て は 該 部 材 に 接 触 し て い る 窓 箔 部 分 や シ ー ル 部 材 Ｓ の 部
分 が 冷 却 液 に よ っ て 冷 却 さ れ る の で 、 そ れ ら 部 材 の 膨 張 に 起 因 す る 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ の 気
密 性 の 低 下 も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 電 子 線 照 射 装 置 Ａ に よ る と 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ に 設 け ら れ た ノ ズ ル ３ ２
２ へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 す る た め の ダ ク ト 部 ５ は 、 従 来 の よ う に 、 窓 枠 部 材 及 び 窓 箔 押 さ え
部 材 の 外 側 に 付 設 さ れ る の で は な く 、 窓 枠 部 材 ２ １ の 内 部 に 、 該 ノ ズ ル に 連 通 し 、 該 ノ ズ
ル へ 冷 却 用 ガ ス を 供 給 で き る よ う に 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る の で 、 次 の よ う な 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ を 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ に 設 け る に あ た っ て 扱 わ な け れ ば な ら な い 部 品
点 数 が 従 来 よ り 少 な く な り 、 そ れ ら の 組 み 立 て 及 び 真 空 チ ャ ン バ ２ ０ へ の 取 付 け 作 業 の 手
間 が 従 来 よ り 容 易 に 、 安 価 に 行 う こ と が で き 、 ひ い て は 電 子 線 照 射 装 置 Ａ を そ れ だ け コ ス
ト 安 に 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 従 来 、 窓 枠 部 材 の 外 側 に 配 置 さ れ て い た ダ ク ト が 不 要 に な る の で 、 そ の 分 、 電 子 線 照 射
窓 部 ３ ０ の 、 真 空 チ ャ ン バ 長 手 方 向 を 横 切 る 方 向 の 幅 寸 法 Ｌ （ 図 １ 参 照 ） を 低 減 す る こ と
が で き 、 し か も 、 窓 箔 押 さ え 部 材 ３ ２ の ノ ズ ル ３ ２ ２ へ の 冷 却 用 ガ ス 供 給 に 支 障 の な い よ
う に 低 減 す る こ と が で き 、 そ れ だ け 電 子 線 照 射 装 置 Ａ の コ ン パ ク ト 化 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ５ に 示 す 従 来 例 装 置 の よ う に 、 窓 枠 部 材 ３ １ ’ を 複 数 個 採 用 す る 場 合 、 隣 り
合 う 窓 枠 部 材 ３ １ ’ 間 に も ダ ク ト ４ を 配 置 し な け れ ば な ら と こ ろ 、 か か る ダ ク ト が 不 要 に
な る の で 、 隣 り 合 う 窓 枠 部 材 を 一 体 化 、 コ ン パ ク ト 化 で き 、 ま た 、 そ れ に よ り 真 空 チ ャ ン
バ ２ ０ の 、 電 子 線 照 射 窓 部 ３ ０ を 取 り 付 け る 開 口 枠 部 ２ １ の 構 造 の 簡 素 化 及 び 電 子 線 照 射
窓 部 ３ ０ を 構 成 す る 窓 枠 部 材 ３ １ の コ ン パ ク ト 化 が 可 能 と な り 、 そ れ だ け 、 電 子 線 照 射 装
置 Ａ を コ ス ト 安 に 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 こ れ ら に よ り 、 従 来 の 同 種 の 電 子 線 照 射 装 置 と 比 べ る と 、 コ ン パ ク ト 化 、 低 価 格 化 が 可
能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 子 線 照 射 装 置 は 、 電 線 被 覆 材 料 等 の 高 分 子 材 料 の 架 橋 、 塗 膜 等 の キ ュ ア
ン グ 、 医 療 品 の 殺 菌 等 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 子 線 照 射 装 置 の １ 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 装 置 に お け る 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 枠 部 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 に お け る 電 子 線 照 射 窓 部 の 窓 枠 部 材 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 装 置 に お け る 電 子 線 照 射 窓 部 の 窓 箔 押 さ え 部 材 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 電 子 線 照 射 装 置 の 従 来 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 装 置 に お け る 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 枠 部 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 装 置 に お け る 電 子 線 照 射 窓 部 の 窓 枠 部 材 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ の 装 置 に お け る 電 子 線 照 射 窓 部 の 窓 箔 押 さ え 部 材 を 下 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
Ａ 、 Ａ ’ 　 電 子 線 照 射 装 置
１ ０ 　 電 子 線 源
１ １ 　 フ ィ ラ メ ン ト
１ ２ 　 電 子 引 出 し 電 極
１ ３ 　 シ ー ル ド 電 極
１ ３ １ 　 電 極 １ ３ の ト ン ネ ル 状 部 分
１ ３ ２ 　 シ ー ル ド 電 極 開 口 部
１ ４ 　 電 子 加 速 電 極 板
２ ０ 　 真 空 チ ャ ン バ
２ １ 、 ２ １ ’ 　 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 枠 部
２ １ ０ 　 　 　 　 開 口 部
２ １ １ ’ 　 枠 部 ２ １ ’ に お け る サ ポ ー ト 部 分
２ １ ２ 　 開 口 部
２ １ ３ 、 ２ １ ４ 　 ネ ジ 孔
Ｂ １ 、 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ 　 ボ ル ト
３ １ 、 ３ １ ’ 　 窓 枠 部 材
３ １ ０ 　 中 央 部 分
３ １ １ 　 開 口 部 ３ １ ２ を 得 る 開 口 分 割 部 材
３ １ ２ 　 開 口 部
３ １ ３ 　 桟 部 材
３ １ ４ 　 ボ ル ト 通 し 孔
３ １ ５ 　 冷 却 液 通 路
３ １ ６ 　 ネ ジ 孔
３ ２ 　 窓 箔 押 さ え 部 材
３ ２ １ 　 開 口 部
３ ２ ２ 　 ノ ズ ル
３ ２ ３ 　 ボ ル ト 通 し 孔
３ ２ ４ 　 冷 却 液 通 路
３ ３ 　 窓 箔
４ 　 ダ ク ト
５ 　 ダ ク ト 部
５ １ 　 通 気 孔
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Ｓ 　 気 密 シ ー ル 部 材
Ｌ 、 Ｌ ’ 　 電 子 線 照 射 窓 部 の 横 幅 寸 法
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ５ 】

(15) JP 2007-10450 A 2007.1.18



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(16) JP 2007-10450 A 2007.1.18



【 図 ８ 】
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